


　

　女性のからだは女性自身が知っておくことが大事
だとの気づきから、ウィメンズセンター大阪で「女・
からだ 110 番」の電話相談や、夏休み期間限定で
女の子のための思春期相談を行ってきた中で、性暴
力被害者の相談にはワンストップセンターが必要と
痛感し、2010年４月に性暴力救援センター・大阪を
阪南中央病院内に開設するとともに、女性の安全と
医療支援ネットを構築しました。

　もし性暴力被害にあったら、性暴力救援センター・
大阪のホットラインに電話をください。支援員と産婦
人科医師（すべて女性）が、２４時間対応します。緊急
性のある状態のときは、性暴力救援センター・大阪
へ来ていただいて、安全で、安心できる環境のもとで、
一緒にからだと心のケアについて考えていきます。
　カウンセリングなど長期のケアが必要な場合、ウィ
メンズセンター大阪でケアを継続しています。いずれ
の場合もご本人が自分で選択されることを大切にサ
ポートしていきます。

　

　２年間の電話相談件数は 4,853 件、来所件数は
延べ 1,002 件になります。性暴力救援センター・大
阪でいう性暴力とは、法律の狭い定義とは異なり、「同
意のない・対等でない・強要された性行為はすべて
性暴力」と考え、被害直後からの総合的支援を行って
います。
　性暴力にあってまもない（７日以内）女性へのケア、
緊急避妊薬・性感染症治療薬等の処方、法医学的
証拠の採取・保存、女性の安全と医療支援ネットで

　性暴力被害、それはある日ある時、突然に起こるかもしれません。
あなたやあなたの身近にいる人に。そんな時、どうすればいいのか、
どうサポートすればいいのか、性暴力救援センター・大阪（略称ＳＡ
ＣＨＩＣＯサチコ）２４時間ホットライン運営委員の原田薫さんに
お話をうかがいました。

強姦、強制わいせつ認知件数の推移

被害にあった時期

加害者との面識の有無

連携している機関（弁護士・カウンセラー等）の情報
を提供します。
　過去の被害に悩んでいるかたには、カウンセリング
等を紹介できます。

　

　性暴力救援センター・
大阪へ来所した初診の
年齢をみると、７割近くが
20歳未満で特に10 歳代
の被害が目立ちます。「サ
チッコ」の立ち上げのきっ
かけは、「サチコ」へ相談に
きたハイティーンの子どもた
ちの声でした。
　もっと早い段階できてほ
しかったと思われる子ども
たちでも、まだそれほど
ではないと感じていて、
「ちょっと気持ちが悪い、言うと失礼かな」と迷ったり
してグレーゾーンのところでは、すぐ性暴力救援セン
ター・大阪へ相談とはなりにくいことがわかりました。
性暴力を早期の予防の段階で、もっと気軽に応えて
いくのが20歳未満の相談電話「サチッコ」です。
深刻化する前の発見のため、「サチッコ」が機能した
らいいと考えています。

　子どもたちにも、大人にも、困ったこと、イヤなこと、
どうしていいかわからないことがあったら、相談できる
ところが必ずあると伝えていきたいと思います。「サ
チッコ」のちらしに入れていますが、性暴力は知ってい
る人からであっても、知らない人からであっても起こ
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(備考）
内閣府「男女間における暴力に関する調査」(平成23年) より作成。
＊上記の図では、下記のように一部の選択肢を合算して表記している。
小学生以下：「小学入学前」「小学生のとき」の合算
40歳代以上：「 40歳代」「50歳代以上」の合算

女性のおよそ８％は異性から無理やり性交された経験がある

約４人に３人は加害者と面識があった

資料：内閣府「平成24年版男女共同参画白書」

（備考）警察庁資料より作成。

資料：内閣府「男女間における暴力に関する調査報告平成24年4月」
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総　数
（134人）

異性から無理やり性交された経験
（女性のみ）
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総　数
（1,751人）

1回あった

4.1 3.5 87.4 5.0

２回以上あった まったくない 無回答

｛あった（計）7.7％ （※）

（備考）
※百分比は小数第一位表示のため計と一致しない
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総　数
（134人）

17.2 14.9 61.9 6.0

まったく
知らない人

顔見知り程度の人 よく知っている人 無回答

｛面識あり（計）76.9％ （※）

　性暴力は身近にあってはならないことで
すが、残念なことに皆無ではないのが現状
です。それならば、もし不幸にも自分や身近
な人があってしまったら、どうすればいい
のでしょう。大阪には「性暴力救援セン
ター・大阪」（略称 SACHICOサチコ）があ
ります。ここのホットラインに電話をする
と、２４時間女性の支援員や産婦人科医師
が対応してくれます。また２０歳未満の子
どもたち対象の、「サチッコ」（SACHI 子ど
もセンター）も 2012 年 7 月にスタートしま
した。性暴力がどのようなものか、よく理解
できない年齢の子どもにも、ジロジロと身
体を見られる・身体を触られる・聞きたく
ないのに、いやらしい言葉をあびせられる・
裸の写真を見せられるなど、つい自分が我
慢すれば…と考えてしまいがちなことも、
すべて「性暴力」だと説明し、「あなたのから
だは、あなたのもの。あなたのこころは、あ
なたのもの」と自分の心と身体を大切にし
て、安全な環境で、安心して生きる権利があ
ると教えます。
　大人・子ども、男性・女性関係なく、だれ
もが気持ちよく自分の心も身体ものびのび
とさせることができ、守られ、安全に暮らせ
る社会こそが成熟した社会です。このよう
な社会が実現するにはどうすればよいか、
一人一人が考えていきたいですね。

19歳までの子どもの相談

インタビューを終えて

性暴力から

子どもを守る

被害を受けたかたの不安を受け止めるために、
最初、どのような対応をとられるのですか？

性暴力救援センター・大阪開設２年が過ぎました

２０１２年７月には、ＳＡＣＨＩ子どもセンター
「サチッコ」もスタート。大阪府内の小中学校、

高校にちらしやカードが配られました

「性暴力被害直後からの総合的支援」をめざして
日本で最初の性暴力救援センターが

大阪で開設されました

被害者や被害者のまわりにいるかたへ
伝えていきたいことは

りえます。まちがった思い込みで子どもたちが被害に
巻き込まれないよう、周囲の大人で見守っていきたい
と思います。「あなたのからだは、あなたのもの　あな
たのこころは、あなたのもの」というメッセージにこめ
ているのですが、性の問題は、自分が嫌だと感じる感
性をも大切にしていくことで、生きる力を育んでいける
のではないかと思います。

性暴力救援センター・大阪

SACH I COサチコ
◆ 24時間ホットライン ◆

☎ 072-330-0799
サチッコ

水曜日～日曜日 14：00～20：00
☎ 06-6632-0699


